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基礎研修Ⅰ 権利擁護・法学系科目Ⅰ 事前課題１ 

「倫理綱領・行動規範の理解」 

出題用紙 

 

 

事前課題１ 

あなたの日頃の実践を振り返り、「社会福祉士行動規範」と照らし合わせ、２つの項目を

取り上げ、あなたの実践を別紙の原稿用紙をお使いになるか、Word 等で「社会福祉士行動

規範」１項目につき 1200字程度で考察してください。（１，２００字×２項目） 

 

 （記載例） 

 ■取り上げた「社会福祉士行動規範」 

 Ⅰ－１－１． 社会福祉士は、利用者との専門的援助関係についてあらかじめ利用者に 

説明しなければならない。 

（Ⅰ－１－１は、「Ⅰ利用者に対する倫理責任‐1 利用者との関係」という倫理基準の 1 つ

めの行動規範 をあらわす。） 

 

※必ず行動規範の項目を取り上げること。倫理基準のみを取り上げるのは不可。 

（例：Ⅰ－1 利用者との関係  

これは倫理基準であり、行動規範の項目を取り上げていないので不可） 

 

 

１．A4用紙 1枚を縦にして横書きしてください。 

文字ポイント（大きさ）とフォントは指定しません。 

２．課題の始まりに、科目、テーマ、受講番号、氏名を明記してください。 

３．レポートの文字数は、規定の文字数の前後２割までを有効とします。 

課題の終わりに文字数をご記入ください。 

４．提出用以外に、必ず控えを取っておいてください。 

５．両面印刷不可。クリップ留めしてください。(ホッチキス留め不可)  

６．鉛筆書き不可。 

  

差し替え 
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